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飯田市鼎切石地区における小規模農家の存続形態
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Ⅰ　はじめに

Ⅰ－１　研究課題
第二次世界大戦後，1961年に制定された農業基

本法を背景に，野菜や果実などの新興産地が次々
と全国各地に誕生していった．特に，野菜産地に
おいては，都市外縁部に位置し，単一の作物に関
して大規模な産地を形成するものと，都市近郊も
しくは都市地域に位置し，小規模な面積で巨大な
資産財と労働力を投入して施設園芸を展開するも
のの２つのパターンが存在した（陣内，1989）．

都市外縁部の大型産地が成長していく中で，労
働集約的な生産を行う都市近郊の農村において
は，高度経済成長期以降の急激な都市化・工業化
に伴い，労働力は第二次産業や第三次産業へと移
り，農家の兼業化・離農が進行し産地は縮小を始
めた．さらに，農家が手放した土地は宅地や工場
などに転用された．このようにして，都市近郊農
村においては，農業の維持に関して多様な問題が
現出している．この傾向は大都市近郊の農村でみ
られたが，近年では地方都市においても表出して
いる現象であり（松本ほか，1996），地方都市の
近郊農村の変化も注目すべき点である．

このような状況下で，都市近郊農村における研
究は蓄積されてきたが，それらは市街地化に伴う
農地の流動や農業経営の転換に関してのものが多
い．例えば，原田（1976）は市街地化が進行して
いる都市近郊農村において，農地転用したことに

よる賃貸アパートや賃貸住宅の不動産収入が農家
の新しい収入源となっており，農業経営の維持に
重要な役割を果たしていることを明らかにした．
また，山崎（1979）や笠間（1980），小林（1991）
などにおいても，農地売却が続き経営規模縮小を
進めた農家では，世帯主である中・高齢農家が農
業外に安定した就業先を求めることは困難であ
り，不動産収入が収支の安定に寄与している事が
指摘されている．

一方で，小原（2004）は，東京大都市圏という
農家の存続を阻害する圧力が著しいさいたま市の
タマネギ産地を事例に，農家がどのようにして農
業経営のみで生計を立てているのかを検討した．
その結果として，各農家がそれぞれ異なる部門の
経営を多様に組み合わせ，その組合せを時代ごと
に変え，複合経営という形態をとることで，専業
を維持してきたことが明らかとなった．また，年
間を通して存在する農作業が，後継者に対するイ
ンキュベータとしての機能を果たしていることも
指摘されている．しかし，このような事例は稀で
あり，多くの都市近郊農村では，宅地化の進行に
ともなう農地の縮小，他産業への労働力の流出な
どが問題となっているのが現状である．

そこで本研究では，飯田市鼎切石地区（以下，
切石地区）を事例に，市街地化していく都市近郊
農村の中で農家がどのようにして経営を維持して
いるのか，労働力の変遷と農地転用の実態を追う
ことで明らかにすることを目的とする．
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研究の手順としては，まず切石地区の農業の変
遷について，土地利用の変遷とともに明示する．
その後，地区の土地利用の変化の中で各農家の農
業経営がどのように変化してきたのか，また現在
どのような状況にあるのかを事例を挙げながら記
述していく．以上の内容を分析することで，最後
に小規模農家の存立形態を明らかにする．

飯田市は1937年に誕生し，その後多くの市町村
との合併を繰り返し，2005年に上村と南信濃村を
編入し現在の市域となった．2010年の国勢調査
結果では，飯田市の人口は105,335で，世帯数は
37,867である．研究対象地域である切石地区は，
飯田市街地の南西に位置している（第１図）．地
区は松川右岸に沿って東西に広がっている．中央
自動車道を挟んで東側にはJR 飯田線が通ってお
り，切石駅が位置している．また，南北に国道
256号線も通っており，通勤の時間帯には渋滞と
なる．地区の西から東へと緩やかな傾斜地となっ
ており，農地の規模拡大が困難な土地条件である．

そのため，水田はコンバインなどの大型農業機械
を使用しにくい環境にある．

Ⅱ　切石地区における宅地化の進行と農業の変遷

Ⅱ－１　切石地区における宅地化の進行
切石地区は飯田市中心市街地の南西に位置す

る．飯田市中心市街地に近接していることもあり，
旧鼎町の頃より飯田市のベットタウンとして宅地
化が進行した地域である．

第２図は1985年および1999年の切石地区におけ
る土地利用を示したものである．1985年の土地利
用をみると，当地区の東端部や中央自動車道の周
辺において，農地が卓越していたことがわかる．
中央自動車道の南東部においては，水田が多くの
面積を占めていた．切石駅東部や中央自動車道西
部においては，田や畑，桑畑などの農地が混在し
ていた．また，果樹園は中央自動車道東部の住宅
地内において点在していたことがわかる．

第１図　研究対象地域
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次に，1999年の土地利用をみると，中央自動車
道の南東部や切石駅東部において，農地から宅地
へと土地利用転換が行われたことがわかる．一方，
中央自動車道西部では住宅への土地利用転換が行
われておらず，依然として農地が卓越していた．

中央自動車道より西側には農業振興農用地区域
が存在しているが，近年，転用が進行しており，
駐車場や資材置場，道路などとして登録され，除
外されている（第１表）． 
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第２図　切石地区における土地利用の変化（1985-1999年）
 （ゼンリン住宅地図（1985年・1999年）により作成）
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Ⅱ－２　�切石地区における農業の特徴とその変遷
切石地区においては，元来，コメと養蚕を主体

とした専業的な農業経営が行なわれていた．特に
養蚕は飯田市内に天竜社という製糸工場が立地し
ていたこともあり，明治期から一大産地として生
産が盛んに行われていた．その後，1945年頃から，
酪農が導入された．農家は搾乳した牛乳をバルク
クーラに保管し，地区内の集乳所に運搬した．そ
こから南信酪農業協同組合へと運搬された．しか
し，メーカーの一方的な理由により，買い上げの
乳価が引き下げられたことや，朝夕に搾乳を行わ
なければならず，手間がかかることから乳用牛の
頭数は減少した．代わりに，より手間のかからな
い畜産へと転換していった（鼎町史編纂委員会，
1986）．また，1950年代には農家組合が５班組織

された．農家組合は隣組が原型であり，社会組織
としての班と生産組織としての農家組合に分かれ
た．１班の加入戸数は20戸前後だった．班の活動
として，水利の管理や結，機械の共同利用，共同
防除，収穫祭などが行われていた．

1970年代以降，切石地区において宅地化が進行
するとともに，それまでの稲作主体の農業経営で
なく，より小規模な面積で高い収益を上げること
のできる作物を中心とした経営に切り替わって
いった（第３図）．その中で導入されたのが，夏
秋キュウリやイチゴである．1970年の時点ですで
に第２種兼業農家が多かったものの，農業従事者
は1970～1980年代までは若年層と壮年層が多く，
週末における農作業の従事によって農業経営は成
り立っていた（第４図，第５図）．その他，ナシ
やモモ，メロン，ウメなどの果樹の栽培を開始す
る農家もいた．一方で，かつて主力であった養蚕
は価格の低下により，この頃にはあまり生産され
なくなり，桑畑は果樹園などへと転換された．ま
た，酪農と畜産を行っていた農家が1970年にはそ
れぞれのべ19戸と43戸あったものの，1975年には
５戸と24戸に急減した（第６図）．厩舎の周囲に
も宅地が増加したことで，家畜の発する臭いや鳴

第１表　切石地区における農業振興農用地区域の
除外実績

 （飯田市役所提供資料により作成）

第３図　切石地区における作物種類別作付面積
の推移（1970-2005年）

注）1990年以降は販売農家のみ
 （農業集落カードにより作成）
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き声が近隣住民からの苦情を招くことになった．
その結果として，家畜を飼育できる環境でなくな
り，家畜を飼養する農家が減少した．また，飼料
価格の高騰も農家数を減少させた一因である（鼎
町史編纂委員会，1986）．

1990年代から農業従事者の高齢化が顕著になり
始めた．特に1995年以降，切石地区の農業従事者
は65歳以上が最も高い割合を占めている．1970年
代～1980年代に，小規模な農地で高収益な作物を
多品種生産する農業が行われてきたが，農家の高
齢化に伴いあまり作業負担のかからない干し柿

（市田柿）やコメを栽培する粗放的農業にシフト
してきている．当地区では古くから宅地の周りに
自家消費用のカキを植える風習があったが，1990
年前後からカキの本数を増やし，市田柿の生産を
拡大させていった．また，離農する農家が増加し
たことで，農家の組織的な活動が縮小しており，
以前のような共同作業は行われなくなり，現在は
親睦会が開かれる程度になっている．現在の農家
組合は多い組合で17～18戸，少ない組合で９戸で
ある．

Ⅲ　切石地区における現在の農業経営の特徴

Ⅲ－１　土地利用と主要作物
１）土地利用の特徴
2011年10月下旬に，切石地区の土地利用調査を

実施した（添付図土地利用図参照）．切石地区で
は松川に沿って集落が広がっている．宅地は中央
自動車道よりも西側で特に集中しており，東側で
は松川沿いに主に宅地が立地している．北東部で
は住宅地の合間に空き地が多くみられる．国道
256号線沿いにコンビニエンスストアがみられ，
南東に飲食店が多く立地している．また，松川沿
いでは酒造場や精密機械などの工場が多く立地し
ている．しかし，一方で廃工場も多くみられる．
また，西部には自動車学校が立地している．南西

第４図　切石地区における専兼別農家数の推移
（1970-2005年）

注）1990年以降は販売農家のみ
 （農業集落カードにより作成）

第５図　切石地区における農業従事者の年齢構成
の推移（1970-2005年）

注）2000年以降は販売農家のみ
 （農業集落カードにより作成）

第６図　切石地区における家畜種類別農家数と頭
羽数の推移（1970-2005年）

注）2000年以降は販売農家のみ
 （農業集落カードにより作成）



－96－

には野菜の直売所が１か所存在し，近隣の農家が
野菜を売るために利用されている．

農業的土地利用をみると，中央自動車道周辺を
中心として水田と家庭菜園が多くみられる．また
宅地の間や道路沿いにカキを植えている場所も多
い．西側では夏秋キュウリとイチゴが，東側では
カーネーションが商業用に栽培されており，連棟
のビニールハウスもみられた．以前は水田であっ
たところでカキを栽培している場所もみられた．

２）農家の経営形態と主要作物
切石地区で農業を営んでいる16戸の農家に農作

物の栽培変化や土地転用などに関して聞き取り調
査を行った（第７図）．これら全ての農家で，農
業従事者の高齢化が進んでおり，多くの農家で65
歳以上の世帯主夫婦が恒常的に農業に従事してい
る．また，息子や娘，知人，シルバー人材セン
ターから派遣される人が補助的に労働に従事して
いる．主に夏秋キュウリ等を販売目的で栽培して
いる農家と，家庭菜園を中心とした自給用農家に
区別でき，それぞれ11戸と５戸である．全ての世
帯で後継者がいないもしくは未定であり，現状維
持か規模縮小を志向している．主要作物別栽培農
家数については，コメ15戸，カキ11戸，夏秋キュ
ウリ３戸で，このほかにカーネーションやイチゴ，
ウメを栽培する農家がそれぞれ１戸存在する．ま
た12戸が家庭菜園を行っており，２戸が直売所で
販売を行っている．

主要作物の栽培暦をみると，市田柿は２月から
３月にかけて剪定が行われる．10月末から収穫が
始まり，収穫後に干し柿にするための加工作業が
ある（第８図）．市田柿の加工には吸引式の皮む
き機が使用される．夏秋キュウリは４月下旬から
播種と育苗，仮植がなされ，５月末に定植が行わ
れる．６月末から10月中旬までが収穫期であり，
連日出荷される．水稲は４月中旬から育苗が始ま
り，５月中旬に定植が行われる．９月中旬から収
穫がはじまり，収穫後にはざかけ，脱穀が行われ
る．イチゴは３月下旬から９月上旬まで育苗を
行った後に定植し，10月末から翌年の６月末まで

収穫される．ウメは３月初旬から４月末まで消毒
を行い，５月中旬から６月初旬までに収穫される．
アスパラガスは１月末に灌水を行い，５月末から
６月初旬を除いて，２月から10月まで収穫が続け
られる．

切石地区では，これらの作物を複数組み合わせ
て栽培をしている農家が多い．例えば，農家10は
10月末から６月末まで収穫期のイチゴと６月末か
ら10月中旬まで収穫期の夏秋キュウリを組み合わ
せることで収穫期が重複しないようにし，年間を
通しての作業を平準化している． 

Ⅲ－２　切石地区における農家の経営類型
聞き取り調査を実施した切石地区の16戸の農家

を２つに分類した．「販売型」に分類される農家
は，経営規模が比較的大きく，多様な農作物を栽
培しており，農協などに出荷することで収入を得
ている農家である．「自給型」に分類される農家は，
経営規模が比較的小さく，自給用の家庭菜園とコ
メの栽培を中心としており，農業を収入源として
いない農家である．以上のような分類から，それ
ぞれの類型について具体的な経営事例をあげて検
討する．販売型農家では専業農家と集約的な栽培
を行う農家，粗放的な栽培を行う農家の事例を取
り上げる．自給型農家の事例では，土地転用をし
ていない農家と土地転用している農家の事例を取
り上げる．

１）販売型
（1）専業農家の事例（農家１）
農家１はカーネーションを33a，コメを80a，カ

キを30a 栽培している．収益の配分はカーネー
ション80％，カキ15％，コメ５％である．カーネー
ション用のハウスとして単棟のパイプ製４棟，鉄
骨製１棟，２連棟のパイプ製２棟，３連棟ガラス
製の１棟を所有している．機械は消毒用の機材と
トラクター，畝立て機，暖房器具，ヒートポンプ
を所有している．農業従事者は，60歳の世帯主と
56歳の配偶者を中心として，26歳の息子と27歳の
息子の配偶者，パートタイム労働者の３人が作業
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補助として出役している．
世帯主は下伊那農業高校を卒業し，当時の南信

ハウスカーネーション組合の組合長のところで１
年間農作業に関する技術を学んだ後に1970年頃か

らカーネーション栽培を開始した．この農家では
従来養蚕を行っていたが，カーネーションの栽培
を開始してから３年後に中止した．カーネーショ
ンの栽培を開始した当初は16a 程度の面積だった

第７図　切石地区における農家の経営形態（2012年）
注１）農家番号３は自家消費用の野菜を栽培しているが面積は不明
注２）農家番号12はカキと自家消費用の野菜を栽培しているが面積は不明
注３）農家番号13は自家消費用の野菜を栽培しているが面積は不明
 （聞き取りにより作成）
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が，その後毎年ハウスを増設していった．その後，
1994年から市田柿に加工するためのカキの栽培を
10a の面積で開始した．また，コメは2002年頃ま
で35a の面積で栽培を行っていたが，他の農家に
貸し出していた45a の水田が返却されてから80a
となった．

カーネーションは関東と関西の中央卸売市場，
あるいはインターネットを介して取引を行う花屋
へと出荷している．卸売市場において取引を行う
会社は農家１個人で５社である．また，知人５人
と共同で1990年からさらに１社と取引を行ってい
る．個人出荷の中で最も取引年数が長いものは，
カーネーションの栽培開始当初から取引を行って
いる．短いものは2011年からである．栽培品種は
10種類である．市田柿に加工したカキは下伊那園
芸農業協同組合とその子会社の直販部門へお歳暮
用として出荷している．コメはコシヒカリを生産
しており，収穫量の33％をJA みなみ信州（以下，
JA）に出荷し，66％を近隣や愛知県豊橋市の知
人へ販売している．

（2）粗放的な栽培を行う農家の事例（農家３）
農家３は水田35a とカキ53a，自家用野菜を少

量栽培しており，91歳の世帯主と配偶者が農業に
従事している．

農家３はカキの栽培を中止した飯田市松尾地区
の農家から，JA の仲介を通して20本の成木を譲

り受けて，桑園だった農地に植え，1955年からカ
キの栽培を開始した．1959年まで酪農と肉用牛の
飼育を行っていたが，世話に手間がかかることか
ら中止し，乳用牛を売却して得た資金で耕運機を
購入した．その後，JA に薦められて信州小梅を
1960年頃から栽培開始し，収穫・選果したウメ
をJA に出荷していた．飯田小梅等の他品種も導
入するなど精力的に栽培を行っていたが，５月下
旬～６月中旬に養蚕とウメの繁忙期が重なること
と，ウメの単価が下落してきたことをきっかけ
に，1991年にウメの栽培を中止した．また，2004
年には養蚕を中止した．水田の栽培面積は，以前
は60a であったが，徐々に減反し2011年に８a 減
反したことで，現在の35a となった．コメの栽培
品種はコシヒカリである．

ビニールハウスを保有しており，稲の育苗とカ
キの乾燥の際に使用している．収穫したコメは
2010年まで50％をJA に出荷していたが，現在は
全て飯田市内の知人６人に販売している．カキは
加工して市田柿としてJA に出荷しており，JA の
下部組織であるカキ部会にも所属している．自家
用野菜としてはバレイショと男爵イモ，メイクイ
ンをそれぞれ毎年10kg，２kg，２kg 程度収穫し
ており，収穫したものは近隣の世帯に配っている．

（3）集約的な栽培を行う農家の事例（農家10）
農家10はコメとイチゴ，夏秋キュウリを栽培し

第８図　切石地区における主要作物の栽培暦（2012年）
 （聞き取りにより作成）
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ている．面積はそれぞれ13a，３a，13a である．
カキも数本栽培し，市田柿に加工している．収益
としては夏秋キュウリ，カキ，イチゴの順に多
い．農家10では栽培していない複数の土地を貸し
出したり，転用したりしている．現在は15a ほど
の水田を近隣の住民に貸し出しているほか，桑園
として利用していた農地を駐車場に転用した．ま
た，元の土地利用は不明であるが，切石地区に立
地する工場に土地を８a 貸し出し，その他に貸し
出している土地には４棟の住宅が建っている．こ
れらによる不動産収入と農業収入は50％ずつであ
る．このような農地転用や貸し出しを行う理由と
して，農地を荒廃させると近隣に迷惑がかかると
いったことが挙げられる．

農家10では72歳の世帯主と65歳の配偶者が主体
的に農業に従事しており，農繁期に世帯主の友人
が手伝いに来る．世帯主は1998年に市役所を退職
するまでは，休日に農業に従事していた．配偶者
は1970年に世帯主と結婚し，その後，世帯主の両
親とともに農業に従事していた．37歳の息子がい
るが，名古屋で他産業に従事しているため，農作
業を手伝うことはない．

農家10では以前，養蚕と肉牛飼育，酪農を行っ
ていたが，負担が大きいことを理由に中止した．
その他に玉レタス，玉ねぎ等を販売目的で栽培し
ていたこともある．夏秋キュウリは1970年代頃か
ら栽培を開始しJA へ出荷している．以前は近隣
の農家と共同で播種していたが，現在は個人で播
種している．収穫したキュウリは即日出荷してい
るが，できなかった場合は保冷庫で保管する．イ
チゴは高設栽培を導入している．以前はれいこう
という品種を栽培していたが，現在は章姫を栽培
している．栽培面積は当初10a であったが，2007
年頃に３a に減らした．JA と株式会社飯田青果
にそれぞれ40％と60％の割合で出荷している．苗
は種苗場から購入し，ランナーで育苗する．カキ
は1970年代頃からJA へ出荷しており，2011年度
は200箱出荷した．カキはイチゴのハウスや作業
場の２階を利用して乾燥させる．コメは自家消費
用に栽培しており，育苗と収穫は親戚に依頼して

いる．

２）自給型
（1）農地転用していない農家の事例（農家12）
農家12では65歳の世帯主と配偶者が農業に従事

しており，長野県松本市の会社に勤務している37
歳の息子と同居している34歳の息子が休日に農作
業の手伝いをしている．また，現在アメリカに在
住している32歳の息子も日本に住んでいた頃は農
作業を手伝っていた．

世帯主は18歳から64歳まで建築資材販売・建築
一般関係の仕事に勤務しており，休日に農作業を
手伝っていた．また，1990年から退職する2010年
まで松本市や岡谷市，静岡県などに単身赴任をし
ていた．世帯主が単身赴任している間，配偶者が
水田の水の管理などを行っていた．配偶者も1973
年に結婚してから翌年に長男を出産するまでは
パートタイムに従事していた．長男を出産した
1974年から三男が小学校に入学した1986年まで内
職を行い，1987年から再びパートタイムに従事し，
2003年に退職した．世帯主の父母も1985年まで農
業に従事していた．

農家12では養蚕を行っていたが1945年に中止し
た．その後，1950年代までリンゴやモモ，ブドウ，
ナシの栽培を行っていた．また，同時期に代掻き
の際に利用する牛や家畜としてのウサギとヤギ，
ヒツジを飼育していた．モモは10a 程度の栽培面
積で，熟す前に収穫し，木箱に詰めて青果会社に
出荷していた．リンゴは数本だけ栽培し，収穫し
たものは近隣の住民に販売していた．ブドウとナ
シは自家消費用として栽培していた．しかし，手
間がかかることと，水害があったことを契機に栽
培を中止した．1969年12月にそれまで居住してい
た場所から現在の住宅へと移住した．所有してい
る林野は獣害の多さから現在は手入れをしていな
い．

現在は自家消費用にコメを14a と野菜，カキを
栽培している．コメの栽培面積は以前50a あった
が，農作業の負担が大きいため縮小した．コメの
栽培に関しては，年間で16～20万円の赤字である
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が，自身の農地と他人の農地が入り組んでおり，
荒廃させるわけにはいかないため継続している．
田を耕す際には，手押しの耕耘機を使用している．

（2）農地転用をしている農家の事例（農家16）
農家16は家庭菜園でタマネギやバレイショ，

キュウリ，ナス等を栽培している．農業従事者は
63歳の世帯主である．現在両親は93歳であるが，
80歳くらいまで農業に従事していた．しかし，現
在の主な農業従事者は世帯主のみである．

世帯主が小学生の頃まで，乳牛を１頭飼ってい
た．搾乳したものは専用の缶へと詰めて切石地区
にあった集荷場所へと運んでいた．その後，夏秋
キュウリの栽培をJA に勧められて６a の借地の
一部で栽培しJA に出荷していた．しかし，1990
年頃に栽培を中止した．イチゴも数年間栽培し
JA に出荷していたが，消毒などの手間がかかる
ことから栽培を中止した．カキは自家消費用とし
て１本栽培していた．

世帯主は郵便局に勤めながら農作業に従事し，
自作地12a と借地６a でコメを作っていた．しか
し，2000年に上田市に転勤したことをきっかけに
コメの栽培を中止した．コメを栽培していた田は
現在，国道建設の用地に以前の宅地が入ってし
まったため，12a のうち9.5a を宅地に転換し，2.5a
を耕作放棄している．また，借地６a を貸し手に
返還せずに，農機具置き場として利用している．
このほかに，４a の土地を2011年から建築会社に
貸している．

Ⅲ－３　類型からみた農業経営の特徴
販売型の農家ではカキや夏秋キュウリ，コメ等

の複数の作物を組み合わせながら，年間を通して
収益を確保できるような農業経営を行っているこ
とが明らかとなった．11戸中９戸で農業に主体的
に従事しているのは，65歳以上の夫婦もしくは世
帯主である．これらの農家は農外就業に従事して
いる息子夫婦による休日の農作業や，農繁期にシ
ルバー人材センターや近隣の知人などを雇用し労
働力を補完している．出荷先に関しては，作物ご

とに異なっており，市田柿はJA と下伊那園芸農
業協同組合に出荷され，夏秋キュウリはJA，コ
メは個別宅配，野菜はJA と直売所に出されるな
ど多様である．11戸中８戸で生産されている市田
柿に関して，以前はカキの実に針を刺して皮をむ
く針穴方式の機械が使用されていたが，針を刺し
たカキ内部にカビが生えるなどの衛生上の問題が
あったため，JA では2014年から針穴方式の機械
の使用を禁止することになっている．しかし，そ
れに代わる吸引式の機械は高価であるために，も
ともと市田柿の出荷数の少ない農家では生産を中
止することを予定している者も存在しており，今
後販売農家の中でも規模の小さい農家の経営の転
換が起こることが予想される．

一方で自給型では収穫した作物を出荷せずに，
自家用として消費している．市田柿を生産してい
る農家が１戸あるが，基本的にコメと家庭菜園も
しくは家庭菜園のみである．農地面積も販売型農
家と比べて小さい農家が多く，農業従事者に負担
の少ない農業がおこなわれている．多くの農家が
もともと農作物の出荷をしていたが，世帯主の転
勤や出荷の負担が大きいことなどを理由に自給的
な農業へと転換していった．現在，主体的に農業
に従事しているのは50～64歳の中年層であり，農
外就業に勤務しながら休日に農作業を行ってい
る．

また販売型も自給型もともに，農地を別の用途
に転用している場合が多い．例えば，畑を駐車場，
水田を宅地などに転用し不動産経営を行ったり，
飯田市内の会社等に貸し出す事例がみられる．こ
のようにして農地を縮小しながら現在の労働力に
適した農業経営を行っている．

Ⅳ　切石地区における小規模農家の存続形態

Ⅳ－１　�労働力の変化に合わせた栽培作物の転換
切石地区では兼業化や高齢化に伴い，家族労働

力の弱体化が進行している．そのため，夏秋キュ
ウリやイチゴなどの労働集約的な農作物を生産す
ることができなくなる場合があり，農家は労働力
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の変遷に応じて栽培する作物を変化させて農業経
営の維持を図ってきた．農家は労働力の高齢化や
減少に合わせて，より粗放的な作物に転換するか，
集約的な作物であるが負担の小さい作物に転換し
農地を縮小することで農業経営を維持してきた．

例えば，農家８では1970～1990年代にかけて，
夏秋キュウリやトマト，イチゴといった労働集約
的な作物を栽培していた（第９図）．その後，夏
秋キュウリとトマトは水田に転換した．また，リ
ンドウを1983～1991年に７a の面積で栽培してい
た．リンドウの収穫時期は８月の盆前であり，そ
の時期はまだ学生であった娘に手伝ってもらって
いた．しかし，根無葛が寄生したことと，娘が高
校を卒業し，人手が足りなくなったことをきっか
けに栽培を中止し水田に転換した．このように，
労働集約的な作物を労働力の減少と高齢化に合わ
せて，より粗放的な栽培が可能な水田へと変化さ
せて農業経営を維持してきた．

一方で，農家９では世帯主と配偶者が30～50歳
代にかけてメロンやパセリなどを生産していた

（第10図）．さらに，1994～2002年にかけてはアス
パラガスを12a の面積で栽培していた．その後，
世帯主や配偶者の体調不良を契機に６a 減少させ
たが，現在もアスパラガスを栽培している．アス
パラガスは収穫時期が２～５月と６月中旬～10月
と長期間に及ぶが，他作物と比較して軽量である
ことから作業時の負担が小さく，高齢農家には
適した作物である．また，水田も40a の面積から
13a に減少させた．このように，農家９では，農
地を縮小させながらも作業負担の少ない作物を栽
培することで収益を確保してきた．

Ⅳ－２　不動産経営による農業収入の補填
農業経営においては，所有するコンバインや田

植え機，トラクター，脱穀機，草刈り機などの機
械のメンテナンス代や肥料代，農薬代と出費は多
岐に渡り，年間での出費は大きいものとなる．特
に，販売農家とは異なり農作物の販売による収益
のない自給的農家では大きく赤字になる場合もあ
る．例えば農家12では自家消費用のコメを栽培し

第９図　農家８の栽培作物と労働力の変遷
注）世帯主の娘も補助的に農業に従事している．
 （聞き取りにより作成）

第10図　農家９の栽培作物と労働力の変遷
注）世帯主の息子，娘も補助的に農業に従事している．
 （聞き取りにより作成）
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ているが，毎年16～20万円程度の赤字になってい
る．しかし，所有する農地が他の農家の土地と入
り組んでいるため，耕作を中止することができな
い状況にある．このような農業経営の中で世帯収
入として重要となるのが不動産収入である．

第２表に示したように，切石地区の多くの農家
が耕作できなくなった農地を他の農家に貸し出し
たり，宅地やアパートに転換して貸し出したり，
駐車場に転用している．それらのうち宅地に転用
した農家が６戸であり最も多い．また，駐車場に
転用した農家が４戸で，企業に土地を貸し出して
いる農家もいる．例えば農地をアパート２棟と住
宅，駐車場に転換した農家６では，それぞれの１
カ月の収入は50,000円，35,000円，40,000円である．
不動産経営と農業経営の収益の割合は２：１であ
り，不動産経営によって機械のメンテナンス代な
どを補っている．また，農家10でも農業経営と不
動産収入の比率は50％ずつと収益における不動産
収入は大きいものとなっている．

以上のように，農業経営を維持していく上で，
不動産収入は重要な役割を果たしていることがわ
かる．

Ⅳ－３　販路の多様性�
切石地区の多くの農家では小規模な栽培面積

で，多品種少量生産が行われている．そのため，
JA や市場などに出荷しても量が少ないため，農
家が希望する価格がつくとは限らない．そのため，
農家は多様な販路を活かした出荷を行っている．

例えば，農家９では，1988年頃から近隣の農家
10戸と共同で地区内において直売所の運営を開始
した．徐々に参加する農家は減っていったが，世
帯主はキュウリやトマト，ナス，ネギといった少
量生産した野菜とJA に出荷できない規格外のア
スパラガスの販売場所として活用している．特に
直売所で販売する野菜は収益でもっとも高い割合
を占めている．また，ウメやカキ，コメなどは個
別宅配を行っており，東京に在住する息子の上司
や知人などに送っている．他の農家においても，
農家７では乾燥機を使用せずにはざかけで乾燥さ
せたコメを飯田市内在住の知人５人に販売した
り，農家２は下伊那園芸農業協同組合などに出荷
した後の残りの果実や野菜を量販店の中に設置さ
れた直売所に出荷している．このように，切石地
区で小規模な生産を行う農家にとっては直売所や
近隣住民への販売，個別宅配といった自身の生産
量に合った販路の存在が，収益の確保に繋がって
いる．

Ⅴ　おわりに

本研究では，宅地化の進行する飯田市鼎切石地
区において，農家がどのようにして経営を維持し
ているのかを検討してきた．

切石地区では1960年代まで，養蚕と酪農，畜産，
水田を主体とした農業経営が営まれてきた．当時
は複数の農家組合が組織され，水利の管理や結，
籾摺りのための機械の共同利用，共同防除，収穫
祭などが行われていた．その後，宅地化の進行に
伴い，より狭い面積で収益を得ることのできる夏
秋キュウリやイチゴといった労働集約的な農作物
の導入が進んでいった．農家によっては，ナシや
モモなどの栽培もみられた．しかし， 1990年代後
半から次第に農家の高齢化・離農が進行したこと
と，後継者が他産業に従事したことによる労働力

表２　切石地区における農地からの転用状況
（2012年）

 （聞き取りにより作成）
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不足が深刻化してきた．また，農家組合も徐々に
農家数が減少していき，共同作業も行われなく
なっていった．

このような中で，切石地区の農家が存続してき
た要因として以下の３点が挙げられる．まず１つ
目が労働力の変化に合わせた栽培作物の転換であ
る．高齢化や労働力の減少に伴い，農家は水稲と
いったより粗放的な作物に転換したり，作業時に
負担の少ないアスパラガスに切り替えるなどの対
策を講じていた．２つ目は，不動産収入の存在で
ある．切石地区の農家は，原田（1976）などが指
摘したように，賃貸住宅や賃貸アパート，駐車場
の不動産収入によって農業経営における収支を補

填していた．特に農業による収益の得られない自
給的農家にとっては，重要な収入源である．３つ
目は，近隣住民への販売や農家自身で経営する直
売所もしくはJA 管轄の直売所といったような多
様な販路が存在していることである．これらの出
荷先は少量の農作物でも販売することが可能であ
る．そのため，小規模な経営である切石地区の農
家にとっては重要な販売先であるといえる．

以上のように，切石地区における農家は小規模
な経営の中で，労働力と栽培作物を経営状態に合
わせて組み替えながら，不動産収入や多様な販路
を確保することで農業経営を維持していることが
明らかとなった．

現地調査に際し，飯田市役所，JA みなみ信州，鼎切石地区住民の方々に多大なるご協力を賜りました．
また，添付の土地利用図の作成は筑波大学の宮坂和人技術専門職員にお願いいたしました．末筆ながら以
上を記して感謝を申し上げます．
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